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埋めてはいけない！核のゴミ・実行委員会・みずなみ

　　　　　　　　　　　　　　　　 代表　市川千年

核のゴミから土岐市を守る会　　　 　代表　永井新介

放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

　　　　　　　　　　　　　　　　 代表　兼松秀代

「超深地層研究所のウランを含む残土に関わる要望書」補足資料の提出と

10月10日、研究所周辺を観察しての補足説明
　10月5日に提出した上記要望書の基礎となったデータを提出いたします。検討時のデータとしていただきますようお願いします。

Ⅰ 提出資料：「フレコンバッグ線量当量率」　

　　測定者：旧動燃　人形峠環境技術センター測定

　　測定時期：平成5（1993）年12月2日　から平成6（1994）年1月28日

　　　　　　　一部は平成6年6月2日と6月8日）測定

測定方法：①フレコンバッグ１袋ごとに重機でつり上げて表面線量を測定し、各袋ごとの
最大値、最小値を記録し、平均値を割り出したデータ。

　　　　　　　②表面線量測定　測定器を袋にできるだけ近づけて測定する方法

このデータの背景：旧動燃が1990年8月、鳥取県方面自治会と交わしたウラン残土撤去協定を受けた、袋詰め作業を行った。
     　　　　
Ａ 同じデータで検討する必要性
　　要望書のフレコンバッグ表面線量は、基となった「フレコンバッグ線量当量率」で検討する必要があります。

   　測定方法は目的に応じて変わります。フレコンバッグに詰めたときと、撤去のために取り出した時点では、袋内でウランも移動し、同じ番号の袋でも表面線量も変わり得ます。袋は10年以上経てば劣化も考えられます。

　　従って要望書に記したフレコンバッグの表面線量を考える場合は、意見書を書いた小出氏使用のデータで検討されるべきものと考えます。

  　岐阜県担当課から原子力機構の「ウラン鉱物を含む集積物の搬出に係る放射線測定記録」（別紙参考-2）を2005年10月8日郵送にて情報提供を受けました。開示請求手続きを経ないで、早急に情報を県と県民が共有できることは、とても素晴らしいことです。
　　しかしこれはフレコンバッグ552袋とサンプル１袋の「最大表面線量当量率」と「表面密度」を、2005年8月29日から9月17日の間測定した記録です。

 　 この「ウラン鉱物を含む集積物の搬出に係る放射線測定記録」を要望書の数値と比較対照するデータとすべはではありません。あくまでも参考データとして扱うべきです。

Ｂ「フレコンバッグ線量当量率」（意見書基礎データ）から分かったこと

超深地層研究所のウランを含む残土の放射線 最大値0.38μSV/h（測定位置　地上1m）よりも、フレコンバッグの表面に測定器を近づけて測った最大値が低い袋が3袋ありました。

     袋の番号  　　　　最大値    　 平均値         最小値     （単位は全てμSV/h）
　　　401　　  　　　　 0.31        0.27     　　    0.25     

      404               0.35        0.32             0.29

      552               0.32        0.26             0.22

瑞浪市の超深地層研究所の残土に含まれるウランの値は「微量」と言い、鳥取県方面のウラン残土は超深地層研究所の放射線量よりも低いものも含めて「資源」と言い繕う二枚舌・ダブルスタンダードのご都合主義が原子力機構の姿です。研究機関としてあってはならない姿勢です。

ちなみに平均値が0.38μSV/h以下の袋は上記3つの袋を含めて10 袋でした。

401（平均値0.27）、　404（0.32）、　405（0.38）　、406（0.36）、　415（0.36）、

423（0.37）、　424（0.37）、　444（0.34）、　546（0.29）、552（0.26）（単位は全てμSV/h）

Ⅱ　10月10日、研究所周辺を観察しての補足

　市民団体は10月10日（月）、超深地層研究所用地内の散策路からウランを含む残土堆積場を視察しました。その結果から要望書に関わり2点、補足説明いたします。

Ａ　ウランを含む残土は、170m 以深の花崗岩で覆土されています。

　　ウランを含む残土の現状把握は、困難です。

原子力機構は「花崗岩直上（深度180m）までは掘削土に微量のウランが含まれると想定して」（研究坑道掘削工事に伴う環境管理測定状況について
http://www.jnc.go.jp/ztounou/anzen/miu_anzen/miu_anzen.html）
いるため堆積場、環境管理測定をしているとホームページで説明しています。
一方、10月7日の原子力機構週報で、「換気立坑の掘削区間167.6m～170.2mにおいて堆積岩と花崗岩の境界に到達（10/1）」
（http://www.jaea.go.jp/02/press2005/p05100704/02.html）
と述べています。
10月11日現在の立坑掘削深度は、主立坑が167.5m、換気立坑が 178mです。換気立坑の花崗岩残土も、ウランを含む残土堆積場に堆積しています。
170mから180mの花崗岩もウランを含む残土堆積場に、当初の予定どおり堆積すると電話での質問に回答しました。この回答から私たちは、170mから180mの花崗岩でウランを含む残土を覆土すると考えます。
花崗岩で覆土しては、ウランを含む残土の現状把握は困難です。

Ｂ　花崗岩の残土が用地内に堆積され、ラドン被曝の上乗せ
　　　原子力機構は残土処分場搬出道路が完成まで、用地内に花崗岩の残土を堆積します（堆積量は、組織統合による見直しで未定と、10月12日回答）。

原子力機構は、土岐花崗岩は平均17.1ppmのトリウムと5ppmのウランを含むと、『東濃とその周辺地域のウラン資源』（東濃地科学センター　1995年刊）で述べています。
　　　17ppmは花崗岩１トンに17グラムのトリウムが含まれる計算になります。仮に5万トンの花崗岩が用地内に堆積されると仮定すると、850kgのトリウムが含まれることになります。
　　　5ppmのウランは含有と仮定すると花崗岩残土５トンに250kgとなり、自然界の放射線に上乗せされます。半原残土処分場に搬出されても、放射線の上乗せに変わりはありません。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼松秀代
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